


国指定重要文化財・百草八幡神社所蔵

銅準阿弥陀Arr来坐像を特別公1開!
公開は9/21ωぐ)～11/20(日)0/17～9/20には展示しておりませゑ)

中央 吉平美任店所蔵  1 0 / 2 1 (金 )～ 1 1 / 9 (水 )は 公 開 を お 休 み し ま す 。

日野市百車の仁王塚出上の経筒は江戸時代に掘り出
され、副葬品は現存しません。八王子市中山白山神

社では、経筒に納められた経巻や外容器、副葬品の

鏡などがともに出上しています。仁王塚の経筒と比
べてみることで、より理解が深まります。
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感所

国指定重要文化財 「銅造 阿

弥陀如来坐像」が特別出品さ

れます。背中に 120文 字から

なる銘文が刻まれており、「多

西吉冨」「真慈悲寺」の文字が

みえます。年に一度、百草八

幡神社の祭礼で公開されますが

今回は間近で拝観する大変貴

重な機会です。

八王子市中山白山神社所蔵

百草八幡神社所蔵

末法思想を象徴する経筒。あいつぐ戦乱や自然災害
などで不安定な世情の中、極楽浄土への往生の願い

を込めて経典を筒に納めて地中に埋めました。平安

時代の真慈悲寺の役割を示す重要な資料です。

京三百草園から出土

した大量の中世瓦が

真慈悲寺を語ります。

瓦や発掘調査から復

元できる真慈悲寺の

姿にせまります。

真慈悲寺推定地出上の中世瓦(日野市指定有形文化財)

百草観音堂を開いた百草
村領主小林正利の像。

(川崎市重要歴史記念物)
明治 21年 銅版画
公開は9/1フlELl～10/16(日)

【その他の展示品】※展示品は予告なく変更になる場合があります。

「千手観音略縁起」i鏡 ・伝 「千手観音」(個人蔵)

百草八幡神社伝来の男文 ]2年 の棟札 (首車八幡神社所蔵)
「百卿園」額 (京五百車園所蔵)/准 抵観音書薩坐像 (イ国人蔵)

日野市の東端に位置している百草 `倉沢地区は、古代 ・

中世において歴史的にも重要な場所でした。武蔵国の中心

である国府や府中に近く、東山道武蔵路や鎌倉街道が横切

る多摩川の渡河点を目の当たりに眺めることのできる丘陵

地帯です。現在の京王百草園のあたりには、1平安時代末か
ら鎌倉時代にかけて真慈悲寺という名の大寺院があうたと|
いわれてきました。郷土資料館では、1平成18年から市民
のみなさんと共にこの 「幻の大寺院」を追ぶ求あてきまし
た。特卵!犀下はヽ 10年甲?調査呼呆そも|ヤこ岬身々 1`子4
った真慈悲寺の姿を展示します古  ■   ‐  ■ ‐‐|■
また(真慈悲寺が廃寺となった後、江声時代から明治1時|
代にかけて百章で落躍した二人の人物 (吉草観書室議基あ
小林権大夫正利・慈岳山松連寺開基の寿畠院1吉卓園を開
いた青木ゑ蔵)についても紹介しますと || |‐

・
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【講演会】    ‐   ■ ‐|  | |・ |‐■
・

「霊場真慈悲寺の誕生■中世東国における信伸と救済T」

甲時:10/23(日)14:o9～‐lo100 1・ ||‐
講師 :佐藤弘夫 (東北大学大学院文学研究科教授)‐■

‐

|

【報告会と講座】    | |   ■ ‐ || ‐|

1零丁部  「真慈悲守甲連発掘調査報告1111■ ||  ‐

早稲田大学図書館所蔵


